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次回糖尿病教室

当面の間、感染症対策のため糖尿病教室は中止です。

第267回 2023年3月号みなさん、こんにちは。気温も上がってきてまもなく桜も開花となりそうですね。
今回は検査科の佐々木さんより「血液検査データについて」です。

～ＨｂＡ１ｃについて～

きょうたけ栄養士コラム
高齢者の糖尿病の
血糖コントロール目標

ヘモグロビン（Hb）は赤血球内のタンパク質の一種で、全身の細胞に酸素を送る働きを
しています。血液中のブドウ糖がHbとくっつくと糖化ヘモグロビン(ＨｂＡ１ｃ)になります。
いったん糖化したＨｂは、赤血球の寿命（120日）が尽きるまで元には戻りません。
血糖値が高い状態が続くとＨｂＡ１ｃが増加します。一方で血糖が低い状態が続けば、少しずつＨｂＡ１
ｃが低くなっていきます。
血糖値（グルコース）は食事をした後高くなり、しばらく食事をしなければ下がる為、測定する時間によ
って、その測定値が大きく変わることが特徴です。

HbA1cは、採血時からさかのぼって過去1〜2ヵ月間の平均的な血糖の状態を反映する値である為、
直近の食事や運動の影響を受けません。比較的長い期間の血糖値を反映しているので、血液検査直
前に食べても、HbA1cはあまり変化はありません。
糖尿病の診断や治療効果の確認に、空腹時の血糖値も参考にはなるのですが、HbA1cは良く使われ
ます。
正常値と目標 ※糖尿病治療ガイドライン（日本糖尿病学会）
HbA1cの正常値は4.6〜6.2％
HbA1c＝6.0～6.4：糖尿病の可能性あり
HbA1c≧6.5：糖尿病の可能性が非常に高い
治療の目標値として
１．血糖正常化を目指す場合：6.0未満
２．合併症予防のための目標：7.0未満
３．治療強化が困難な人の目標：8.0未満となっています。
※65歳以上の高齢者は使用している薬剤や身体状況によって目標値が変わります。
HbA1cが悪いからと言って急激に血糖を下げると合併症が悪化する可能性があります。
主治医の指導のもと運動や生活習慣、食事療法を正しく行っていきましょう。

高齢の方は年齢や認知・身体機能、
既存疾患など一定の血糖コントと-
ルの目標設定が困難です。さらに、
高齢者は低血糖の時であっても、
低血糖症状が出現しにくく、すぐ対
応をしないと重症な低血糖になる
ことがあり、重症低血糖は転倒・骨
折や認知症、心血管疾患の発症
に繋がるといわれています。その
ため、血糖値を下げ過ぎないよう
に目標の下限値を設定することが
適切とのことから、2016年に高齢
者糖尿病の血糖コントロールが作
成されました。右に載せてますの
で確認しましょう。分からないこと
があれば、いつでもご相談ください。



いつもふれあい通信を読んで頂き、

また糖尿病教室にご参加頂き、あり

がとうございます。

誠に残念ですが、新型コロナウイル

ス等の感染防止対策のため、当面の

間、糖尿病教室は中止させて頂きま

す。

次回開催日・内容が決定次第、

ご連絡致します。

ご理解の程、お願い申し上げます。
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